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（普及指導情報第４号）                              令和６年１月２３日 

 

（表題）低温等に伴う技術対策について  

 

                         （担当）佐賀北部農業技術者連絡協議会事務局 

 

暴風雪と大雪に関する佐賀県気象情報 第4号（1/23 11:51 佐賀地方気象台発表） 

 

佐賀県では、２３日夕方から２４日昼前にかけて、平地、山地ともに大雪に十分注意してください。 

 

九州北部地方では、２４日にかけて上空約１５００メートルに氷点下１２度以下のこの冬一番とな

る強い寒気が流れ込み、強い冬型の気圧配置となる見込みです。 

 このため、佐賀県では、２３日夕方から２４日昼前にかけて、平地、山地ともに大雪となるおそれ

があります。雪が同じ所で降り続いた場合は、警報級の大雪となる可能性があります。  

 

＜雪の予想＞２３日１２時から２４日１２時までに予想される２４時間降雪量は、いずれも多い所

で、 

 平地 ８センチ 

 山地 １５センチ 

その後、２４日１２時から２５日１２時までに予想される２４時間降雪量は、いずれも多い所で、  

 平地 １から５センチ 

 山地 １から５センチ （山地は標高２００メートルを超える地域） 

＜風の予想＞ 

２３日に予想される最大風速（最大瞬間風速） 

 唐津地区の沿岸の海域 ２０メートル（３０メートル）  

 陸上         １５メートル（３０メートル）  

２４日に予想される最大風速（最大瞬間風速） 

 唐津地区の沿岸の海域 ２０メートル（３０メートル）  

陸上         １５メートル（３０メートル）  

 

雪を伴った暴風に警戒してください。  

高波、降雪や路面凍結による交通障害、農作物や農業施設の管理などに十分注意してください。ま

た、雪による視程障害、電線や樹木等への着雪、低温による水道管の凍結などに注意してください。  

 

 

 

 

 

 

 

佐城農業振興センター北部普及課 



 

１．園芸用施設（野菜・花き共通） 
〔低温・寒害対策〕 

１）無加温の施設では被覆資材を活用し、気密性を高める工夫を行い、保温性を高め

る。 

２）加温機の保守・点検や燃料の確認を行う。また、隙間風が入らないように外張り

を点検し、保温資材を活用することにより燃油の節減に努める。 

３）必要に応じて応急的に家庭用暖房機を活用するなど、寒害の回避に努める。この

場合、火災や不完全燃焼に注意する。 

４）潅水用の配管やポンプ等については、事前に凍結防止対策に努める。  

５）凍害が発生している場合、傷んだ部分からの病害の発生を防ぐため予防

防除を行う。  

６）ホウレンソウ等、被害が発生した場合は生産計画を見直し、可能であれ

ば新たな計画に基づき再播種を行う。  

７）イチゴでは凍害を受けた成熟果や幼果 (幼花 )は摘果 (摘花 )し、草勢の低

下を防ぐ。摘果等でほとんどの果実が無くなる株へはジベレリンを散布す

る等して果房の抽出を促進する。  

   
〔積雪対策〕 

１）ハウスに積雪し始める前に、ハウス天井部に内部から支柱を立て補強に努める。  

２）積雪し始めたら身の安全に留意しながら、ハウスの屋根雪やサイドな

ど、全体を均等に除雪する。  

３）加温機がある施設では加温機を稼働させ、室温を高めて屋根雪の滑落を

促進させる。  

４）無加温の施設では、日中、二重カーテン等を開放し、室温を高め、地熱

の放射による屋根雪の滑落を促進させる。  

５）除雪が追い付かず、倒壊の危険が迫っている場合は、外張りハウスビニ

ールを切断して雪をハウス内に落とす。なお、ハウス内に入りビニールを

切断する場合には、複数人で入りヘルメットの着用等の安全対策を行い落

雪や倒壊に細心の注意を払い作業を行う。  

６）ハウスの屋根に積雪がある場合、施設倒壊の恐れがあるため、中に入ら

ない。  

 
〔積雪によるハウス倒壊後の対策〕 

１）倒壊ハウスの修復 

  ハウスを取り除き小トンネルによって保温した後にハウスを建てる。 

  倒壊したハウスは速やかに修復する。 



 

２）被害施設の管理 

  応急対策で小型トンネルを設置したところは、特に夜間の保温を十分に 

  行うとともに、日中は光線の透過を良くし光合成を促進する。 

 
 
２．露地野菜 
〔低温・寒害対策〕 

１）不織布等をべたがけして、凍霜害防止に努める。  

２）レタス等では結球成熟期になると結球葉が被害を受けやすいので、肥切

れさせない等の対策をとる。  

３）凍霜害を受けた場合は、直射日光が当たらないように不織布等で日除け

を行い、 2～ 3 日間草勢の回復に努める。  

４）凍傷で茎葉が傷んだ部分から細菌病や灰色カビ病、菌核病等が侵入しや

すくなる。雪が溶けしだい出来るだけ早く予防防除を行う。  

 

〔積雪による事後対策〕 

１）トンネルが潰れた場合は速やかに修復するとともに、草勢低下や病害発生

が懸念されるため、液肥による草勢の回復と病害の予防防除に努める。  

 

 

３.花き 

１）降雪後の急激な天候回復によって花や葉に日焼けが生じることがあるため、温度

管理に注意する。 

２）日照不足による草勢低下や病害発生が懸念されるため、液肥や予防散布により草

勢回復に努める。 

 


